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2 
2030年の予測地形 
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このまま対策を実施しなかった場合 

20年後に平均0.24mの地盤低
下が起こる。 



3 
2060年の予測地形 
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このまま対策を実施しなかった場合 

50年後に平均0.53mの地盤低下が起
こり、全域で侵食域が拡大する。 



4 2010年を基準とした2030、2060年の汀線変化の予測 
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このまま対策を実施しなかった場合 

旭海岸では、50年後に最大85mの汀線後
退が起こる。 木戸海岸では、50年後に最大51mの汀

線後退が起こる。 



このまま対策を実施しなかった場合 

5 現況放置の予測汀線（2060年） 
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旭海岸（拡大） 
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現況放置の予測汀線（2060年） 
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現況放置の予測汀線（2060年） 
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このまま対策を実施しなかった場合 
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このまま対策を実施しなかった場合 
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現況放置の予測汀線（2060年） 


